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議 会 ながいずみ

町の部３位おめでとう
〜第22回	駅伝報告会〜

北中ソフト部 特別インタビュー北中ソフト部 特別インタビュー



令和３年第４回定例会は、11月29日から12月10日まで12日間の会期で開かれ、令和３年度
補正予算、条例などを審議しました。委員会での質疑内容を中心に掲載しています。

補正予算や条例など補正予算や条例など
16議案すべてを 全会一致で可決！
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定例会

議会ながいずみ　2022.2.15 号 2

内
容

従
業
員
の
子
ど
も
を
預
か

る
た
め
に
設
置
す
る
企
業

内
保
育
施
設
を
新
設
す
る

企
業
に
対
し
、
備
品
購
入

費
及
び
外
構
工
事
費
の
一

部
を
補
助
す
る
も
の
。
補

助
率
は
、
必
要
経
費
の
2

分
の
１
以
内
、
上
限
１
千

万
円
。

質
疑　
こ
の
補
助
金
の
補
助

要
件
は
。

こ
ど
も
未
来
課
長　
補
助
対

象
者
の
要
件
は
、
町
内
に
事

業
所
を
有
す
る
企
業
で
、
町

内
に
新
た
に
企
業
内
保
育
施

設
を
設
置
す
る
こ
と
、
企
業

内
保
育
施
設
の
利
用
定
員
に

地
域
枠
を
設
定
す
る
こ
と
、

町
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ

と
で
あ
る
。
地
域
枠
と
は
、

企
業
内
保
育
施
設
の
利
用
定

員
の
う
ち
、
従
業
員
の
児
童

以
外
が
利
用
す
る
定
員
の
枠

の
こ
と
で
、
町
民
が
利
用
可

能
な
保
育
受
け
入
れ
枠
が
増

加
す
る
こ
と
に
な
る
。

内
容

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
中
止

と
な
っ
た
町
立
中
学
校
修

学
旅
行
の
キ
ャ
ン
セ
ル
料

な
ど
を
補
助
す
る
も
の
。

質
疑　
こ
の
補
助
金
で
対
象

と
な
る
学
校
は
。

教
育
推
進
課
長　
長
泉
中
学

校
と
北
中
学
校
が
対
象
と
な

る
。
な
お
、
長
泉
小
学
校
と

南
小
学
校
、
北
小
学
校
は
修

学
旅
行
を
実
施
し
た
の
で
キ

ャ
ン
セ
ル
料
な
ど
は
発
生
し

て
い
な
い
。

質
疑　
こ
の
補
助
金
を
設
け

た
理
由
は
。

課
長　
小
中
学
校
で
実
施
さ

れ
る
修
学
旅
行
は
「
知
識
を

広
げ
る
」、「
集
団
生
活
の
決

ま
り
を
守
れ
る
よ
う
に
な

る
」、「
社
会
に
生
き
る
１
人

と
し
て
守
る
べ
き
ル
ー
ル
を

身
に
付
け
る
」
こ
と
を
目
的

と
し
て
実
施
さ
れ
る
も
の
で
、

教
育
的
意
義
の
高
い
、
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
も
か
け
が

え
の
な
い
思
い
出
深
い
行
事

で
あ
る
。
こ
の
修
学
旅
行
を
、

今
年
度
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た

め
に
中
止
し
た
こ
と
か
ら
、

楽
し
み
に
し
て
い
た
子
ど
も

た
ち
の
心
情
な
ど
に
配
慮
す

る
と
と
も
に
、
保
護
者
の
経

済
的
な
負
担
軽
減
を
図
る
た

め
設
け
た
も
の
で
あ
る
。

内
容

デ
ジ
タ
ル
地
域
防
災
無
線

の
ス
プ
リ
ア
ス
改
修
に
必

要
な
部
品
が
調
達
で
き
な

い
こ
と
か
ら
、
改
修
事
業

を
次
年
度
に
先
送
り
す
る

も
の
。

質
疑　
デ
ジ
タ
ル
地
域
防
災

無
線
の
新
ス
プ
リ
ア
ス
規
格

へ
の
移
行
期
限
で
あ
る
令
和

４
年
11
月
30
日
ま
で
に
適
合

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
場
合
は
ど
う
な
る
か
。

地
域
防
災
課
長　
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
る
半
導
体
不
足
な
ど
に

よ
り
、
新
ス
プ
リ
ア
ス
規
格

へ
の
移
行
期
限
が
当
分
の
間

延
長
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

た
め
、
令
和
４
年
12
月
１
日

以
降
も
継
続
使
用
は
可
能
で

あ
る
。

令
和
３
年
度　

補
正
予
算

企
業
内
保
育
施
設
の
設
置
を
促
進
し

�

多
様
で
柔
軟
な
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

企
業
内
保
育
施
設
設
置
促
進
事
業
費
補
助
金

�

１
０
０
０
万
円

子
ど
も
た
ち
に
寄
り
添
う
と
と
も
に

�

保
護
者
の
負
担
を
軽
減

修
学
旅
行
キ
ャ
ン
セ
ル
料
等
補
助
金

�

１
１
６
万
円

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け

�

来
年
度
に
先
送
り
へ

大
規
模
地
震
対
策
等

�

総
合
支
援
事
業
費

�

△
１
７
２
０
万
円

新スプリアス規格…無線設備から発射される電波のうち、所定の周波数を外れた不必要な電波（スプリアス）をできる限り低減させるため、電波法の改正により、
新たに定められた規格のこと。デジタル地域防災無線も新たな規格への適合が必要となる。

令和３年度補正予算

一般会計 6億1,571万円

国民健康保険事業特別会計 1,296万円

後期高齢者医療特別会計 143万円

介護保険事業特別会計 259万円

水道事業会計 △155万円

下水道事業会計 △661万円
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内
容

令
和
４
年
度
学
級
編
制
に

伴
う
南
小
学
校
へ
の
知
的

障
が
い
特
別
支
援
学
級
の

増
設
及
び
北
小
学
校
へ
の

自
閉
症
・
情
緒
障
が
い
特

別
支
援
学
級
新
設
の
た
め

に
必
要
な
備
品
な
ど
の
経

費
を
計
上
す
る
も
の
。

質
疑　
全
て
の
小
学
校
に
自

閉
症
・
情
緒
障
が
い
特
別
支

援
学
級
が
設
置
さ
れ
て
い
る

の
か
。

教
育
推
進
課
長　
今
年
度
、

南
小
学
校
に
自
閉
症
・
情
緒

障
が
い
特
別
支
援
学
級
を
新

設
し
た
。
来
年
度
、
北
小
学

校
に
自
閉
症
・
情
緒
障
が
い

特
別
支
援
学
級
を
新
設
す
る

こ
と
に
よ
り
、
全
て
の
小
学

校
に
知
的
障
が
い
特
別
支
援

学
級
及
び
自
閉
症
・
情
緒
障

が
い
特
別
支
援
学
級
が
設
置

さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

質
疑　
特
別
支
援
学
級
の
対

象
児
童
は
増
え
る
傾
向
に
あ

る
の
か
。

課
長　
過
去
５
年
間
の
状
況

を
見
る
と
、
小
学
校
は
平
成

29
年
度
33
人
か
ら
令
和
３
年

度
68
人
と
倍
増
し
て
お
り
、

中
学
校
は
平
成
29
年
度
14
人

か
ら
令
和
３
年
度
18
人
と
増

加
し
て
い
る
。
要
因
と
し
て

は
、
幼
稚
園
・
保
育
園
・
こ

ど
も
園
へ
の
巡
回
相
談
を
丁

寧
に
行
う
な
か
で
、
特
別
支

援
教
育
の
考
え
方
が
徐
々
に

浸
透
し
、
特
別
支
援
学
級
へ

の
保
護
者
の
理
解
が
進
ん
で

き
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

質
疑　
ゼ
ロ
債
務
負
担
行
為

の
工
事
に
つ
い
て
、
入
札
の

時
期
及
び
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
は
。

工
事
管
理
課
長　
令
和
４
年

１
月
執
行
の
入
札
で
施
工
業

者
を
決
定
、
契
約
を
締
結
し
、

３
月
下
旬
か
ら
４
月
に
工
事

着
手
、
工
期
は
９
月
末
を
予

定
し
て
い
る
。

質
疑　
ゼ
ロ
債
務
負
担
行
為

を
設
定
す
る
工
事
箇
所
は
ど

の
よ
う
に
選
定
し
て
い
る
の

か
。

課
長　
急
を
要
す
る
も
の
で

は
な
く
、
計
画
的
に
実
施
で

き
る
工
事
を
対
象
と
し
、
舗

装
工
事
な
ど
短
期
で
終
了
す

る
工
事
を
避
け
、
あ
る
程
度

施
工
に
時
間
が
必
要
で
、
予

算
の
規
模
が
１
千
万
円
以
上

の
工
事
を
１
年
間
の
全
体
工

事
量
か
ら
１
～
2
件
ほ
ど
選

定
し
て
い
る
。

ゼ
ロ
債
務
負
担
行
為
と
は
、

新
年
度
の
工
事
に
対
し
、
そ

の
前
の
年
度
に
予
算
額
ゼ
ロ

円
の
債
務
負
担
行
為
を
設
定

し
、
入
札
・
契
約
な
ど
の
手

続
き
を
行
う
こ
と
で
年
度
内

ま
た
は
新
年
度
早
期
の
着
工

を
可
能
と
す
る
も
の
。
通
常

年
度
ご
と
の
予
算
に
よ
り
事

業
を
執
行
す
る
た
め
、
年
度

初
め
の
工
事
量
が
少
な
く
な

る
一
方
、
後
半
に
か
け
て
工

事
量
が
多
く
な
る
傾
向
に
あ

る
。
ゼ
ロ
債
務
負
担
行
為
の

活
用
に
よ
り
年
間
の
工
事
量

が
安
定
し
、
業
者
の
経
営
効

率
化
や
工
事
品
質
確
保
な
ど

が
期
待
で
き
る
。

全
て
の
町
立
小
学
校
に
自
閉
症
・
情
緒
障
が
い

�

特
別
支
援
学
級
を
整
備

小
学
校
運
営
管
理
費
管
理
備
品
整
備
費

�

２
１
６
万
円

ゼ
ロ
債
務
負
担
行
為
の
活
用
に
よ
り

�

施
工
時
期
の
平
準
化
、
工
事
の
質
を
確
保

町
道
上
長
窪
元
長
窪
線
整
備
事
業

町
道
６
５
８
号
線
整
備
事
業

�

※
ゼ
ロ
債
務
負
担
行
為

教えて！財政用語

「ゼロ債務
　　負担行為」

総務民生常任委員会の審議 建設文教常任委員会の審議

町道658号線 整備事業の現地調査

町道上長窪元長窪線 整備事業の現地を確認
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内
容

町
立
中
学
校
の
部
活
動
の

う
ち
、
県
大
会
以
上
の
大

会
に
出
場
す
る
た
め
の
交

通
費
、
宿
泊
費
な
ど
必
要

な
経
費
を
補
助
す
る
も

の
。

質
疑　
町
立
中
学
校
の
部
活

動
が
中
体
連
で
活
躍
し
た
と

の
こ
と
だ
が
、
そ
の
主
な
成

績
は
。

教
育
推
進
課
長　
長
泉
中
学

校
で
は
、
水
泳
部
の
個
人
男

子
１
０
０
㍍
背
泳
ぎ
で
全
国

大
会
５
位
、
同
じ
く
個
人
男

子
2
０
０
㍍
背
泳
ぎ
で
全
国

大
会
８
位
、
陸
上
部
の
男
子

３
０
０
０
㍍
で
全
国
大
会
13

位
、
そ
の
ほ
か
東
海
大
会
で

新
体
操
部
が
５
位
、
県
大
会

に
野
球
部
、
サ
ッ
カ
ー
部
な

ど
13
の
部
活
動
が
出
場
し
た
。

ま
た
、
北
中
学
校
で
は
、
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
部
が
全
国
大
会

３
位
と
な
っ
た
ほ
か
、
県
大

会
に
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
部
、
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

部
な
ど
11
の
部
活
動
が
出
場

し
た
。

関
連
記
事
【
12
ペ
ー
ジ
】

今
年
大
活
躍
し
た
部
活
動
の

紹
介
、ま
た
、議
員
が
聴
く
！

特
別
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
し
て

全
国
大
会
３
位
の
成
績
を
収

め
た
北
中
学
校
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
部
の
選
手
た
ち
を
特
集
し

て
い
ま
す
。

内
容

現
在
建
設
中
の
長
泉
小
学

校
プ
レ
ハ
ブ
校
舎
を
活
用

し
、
新
た
な
放
課
後
児
童

会
の
運
営
を
開
始
す
る
た

め
の
経
費
を
計
上
す
る
も

の
。

質
疑　
放
課
後
児
童
会
の
待

機
児
童
の
状
況
は
。

こ
ど
も
未
来
課
長　
本
年
４

月
時
点
で
は
、
長
泉
小
学
校

区
の
４
年
生
以
上
で
32
人
の

待
機
児
童
が
発
生
し
て
い
た

が
、
11
月
時
点
で
は
、
こ
ど

も
が
留
守
番
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
な
ど
の
理
由
に
よ
り

退
会
者
が
い
た
た
め
待
機
児

童
は
解
消
さ
れ
て
い
る
。
新

年
度
の
新
規
申
込
者
数
は
例

年
多
い
状
況
で
あ
り
、
長
泉

小
学
校
プ
レ
ハ
ブ
校
舎
の
一

部
を
活
用
し
、
新
た
な
放
課

後
児
童
会
を
開
設
す
る
こ
と

で
、
年
度
当
初
の
待
機
児
童

は
解
消
さ
れ
る
と
考
え
て
い

る
。

質
疑　
時
間
外
勤
務
手
当
増

額
の
要
因
は
。

行
政
課
長　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
の
３
回
目
接
種
の
準

備
に
要
す
る
時
間
外
勤
務
の

ほ
か
、
７
月
に
発
生
し
た
豪

雨
災
害
の
対
応
に
伴
い
、
年

度
の
前
半
で
時
間
外
勤
務
手

当
の
執
行
が
多
額
と
な
っ
て

い
る
た
め
、
こ
れ
を
補
充
す

る
こ
と
な
ど
が
主
な
増
額
の

要
因
で
あ
る
。

質
疑　
時
間
外
勤
務
手
当
増

額
の
必
要
性
の
判
断
は
ど
の

よ
う
に
し
て
い
る
か
。

課
長　
各
課
に
今
後
の
時
間

外
勤
務
の
見
込
み
と
そ
の
根

拠
の
説
明
を
求
め
、
そ
の
内

容
を
精
査
し
た
上
で
時
間
外

勤
務
手
当
の
補
正
額
を
積
算

し
て
い
る
。

◆
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

絵
画
教
室
・
書
道
教
室
の
主

宰
や
地
元
区
協
議
員
、
各
種

審
議
会
委
員
な
ど
を
歴
任

�

長
島　
は
る
み　
氏

長
泉
小
学
校
を
は
じ
め
、
主

に
町
内
の
小
学
校
で
教
員
と

し
て
長
年
勤
務

�

関　
　
嘉
幸　
氏

◆
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
事
業

元
長
窪
Ⅱ
橋
・
元
長
窪
Ⅲ
橋

補
修
工
事
請
負
契
約
の
締
結

◆
専
決
処
分
の
報
告
及
び
そ

の
承
認

�

な
ど

最
終
日
の
映
像
は
こ
ち
ら

令
和
３
年
度　

補
正
予
算

多
数
の
部
活
動
で
全
国
大
会
出
場
な
ど
の

�
大
活
躍
に
よ
り
補
助
金
を
増
額

代
表
生
徒
派
遣
事
業
補
助
金�

６０
万
円

長
泉
小
学
校
区
の

�

放
課
後
児
童
会
の
待
機
児
童
を
解
消

放
課
後
児
童
会
運
営
事
業
費�

６４
万
円

今
年
度
の
増
額
補
正

�

累
計
１
３
８
７
万
円

一
般
会
計

時
間
外
勤
務
手
当

�

１
９
０
万
円

そ
の
他
の
議
案

12ページにGO
◀◀◀◀◀

本校舎北側に建設中のプレハブ校舎



議会ながいずみ　2022.2.15号5

内
容

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
空
き

領
域
を
利
用
し
、
町
独
自

の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

た
め
、
新
た
に
条
例
を
制

定
す
る
も
の
。
今
後
、
高

齢
者
な
ど
の
タ
ク
シ
ー
利

用
助
成
に
個
人
番
号
カ
ー

ド
の
利
用
を
予
定
し
て
い

る
。
登
録
証
及
び
利
用
券

を
個
人
番
号
カ
ー
ド
で
電

子
化
す
る
こ
と
に
よ
り
利

用
者
は
カ
ー
ド
を
か
ざ
す

だ
け
で
助
成
が
受
け
ら

れ
、
運
行
事
業
者
は
事
務

負
担
の
軽
減
が
図
ら
れ

る
。

質
疑　
個
人
番
号
カ
ー
ド
の

空
き
領
域
の
利
用
に
つ
い
て
、

他
市
町
の
事
例
は
。

企
画
財
政
課
長　
現
時
点
で

県
内
に
事
例
は
な
い
が
、
他

県
で
は
避
難
所
に
お
け
る
入

退
所
事
務
や
図
書
資
料
の
貸

出
事
務
、
職
員
の
出
退
勤
管

理
な
ど
に
活
用
し
て
い
る
自

治
体
が
あ
る
。

質
疑　
条
例
第
３
条
第
２
項

に
規
定
さ
れ
て
い
る
「
サ
ー

ビ
ス
提
供
に
関
し
必
要
な
情

報
」
の
具
体
的
な
内
容
は
。

課
長　
実
施
を
予
定
し
て
い

る
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
事
業

で
必
要
と
な
る
利
用
者
Ⅰ
Ｄ

や
利
用
回
数
な
ど
を
想
定
し

て
い
る
。

質
疑　
条
例
第
４
条
に
規
定

さ
れ
て
い
る
「
個
人
情
報
の

適
切
な
管
理
の
た
め
に
必
要

な
措
置
」
と
は
。

課
長　
実
施
予
定
の
タ
ク
シ

ー
利
用
助
成
事
業
で
は
、
個

人
番
号
カ
ー
ド
に
個
人
情
報

は
記
録
せ
ず
、
利
用
者
Ｉ
Ｄ

を
記
録
し
て
管
理
し
、
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
も
こ
の
利
用
者

Ｉ
Ｄ
を
利
用
す
る
。
個
人
情

報
を
保
有
す
る
サ
ー
バ
ー
は

総
務
省
の
認
定
を
受
け
て
お

り
、
専
用
回
線
に
よ
る
接
続

な
ど
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

を
講
じ
て
い
る
。

質
疑　
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成

事
業
の
内
容
と
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

課
長　
現
在
、
75
歳
以
上
の

高
齢
者
を
対
象
と
し
た
タ
ク

シ
ー
・
バ
ス
利
用
助
成
事
業

で
は
１
人
あ
た
り
５
千
円
分

の
利
用
券
を
配
布
し
て
い
る

が
、
今
回
の
タ
ク
シ
ー
利
用

助
成
事
業
で
は
年
間
を
通
じ

て
高
齢
者
な
ど
の
外
出
を
支

援
で
き
る
制
度
を
予
定
し
て

い
る
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、

令
和
４
年
５
月
か
ら
３
カ
月

程
度
の
実
証
実
験
を
行
い
、

10
月
ご
ろ
に
正
式
運
用
を
開

始
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

条　
　
　
　
　

例

県
内
初
！
個
人
番
号
カ
ー
ド
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
）
を
活
用
し
、

�

高
齢
者
な
ど
の
移
動
を
支
援

長
泉
町
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
利
用
に
関
す
る
条
例

11月定例会採決結果一覧
議員

議案

審
議
結
果

長
野　
晋
治

若
林　
　
徹

石
川　
美
穂

内
田　
幸
英

安
田
三
津
子

大
沼　
正
明

福
田　
　
明

加
藤　
祐
喜

宮
口　
嘉
隆

堀
内　
　
浩

杉
森　
賢
二

杉
山　
夏
男

植
松　
英
樹

米
山　
　
智

下
山　
和
則

井
出　
春
彦

諮第１号 人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めること 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −
議第12号 長泉町個人番号カードの利用に関する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議第13号 長泉町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条
例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議第14号 長泉町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −
議第15号 長泉町国民健康保険条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −
議第16号 長泉町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −
議第17号 橋梁長寿命化修繕事業元長窪Ⅱ橋・元長窪Ⅲ橋補修工事請負契約の締結 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −
議第18号 令和３年度長泉町一般会計補正予算（第11回） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −
議第19号 令和３年度長泉町一般会計補正予算（第12回） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −
議第20号 令和３年度長泉町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２回） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −
議第21号 令和３年度長泉町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２回） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −
議第22号 令和３年度長泉町介護保険事業特別会計補正予算（第２回） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −
議第23号 令和３年度長泉町水道事業会計補正予算（第１回） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −
議第24号 令和３年度長泉町下水道事業会計補正予算（第１回） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −
承第５号 専決処分の報告及びその承認（令和３年度長泉町一般会計補正予算（第10回）） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −
議第25号 令和３年度長泉町一般会計補正予算（第13回） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

○は賛成、×は反対、議長は議事進行を行うため賛否表明はしません。賛否同数の場合のみ採決に参加します

マイナンバーカードの普及促進を



議会ながいずみ　2022.2.15 号 6

ズバリ！ズバリ！

町
政
を
問
う

町
政
を
問
う

４人が一般質問
1	加藤　祐喜	議員

１．子宮頸がんワクチン接種への対応は
２．町北部方面の都市基盤整備

2	杉森　賢二	議員
１．健康増進フレイル予防で健康長寿対策の取り組みを
２．未来につながるスポーツ振興を

3	福田　明	議員
１．コロナとともにある町政の諸課題

4	長野　晋治	議員
１．災害対応

一般質問とは…議員が町政全般
の執行状況や方針、課題などを、
執行機関に直接質問すること。



一般質問・町政を問う

議会ながいずみ　2022.2.15号7

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

問　
対
象
者
と
接
種
率
は
。

健
康
増
進
課
長　
中
学
１
年

生
か
ら
高
校
３
年
生
ま
で
を

接
種
対
象
者
と
し
、
令
和
３

年
度
は
10
月
末
時
点
で
９
５

2
人
。
平
成
25
年
６
月
に
積

極
的
な
勧
奨
や
周
知
を
中
止

す
る
よ
う
厚
生
労
働
省
か
ら

通
知
が
あ
り
、
平
成
25
年
度

は
、
１
回
目
約
35
％
、
2
、

３
回
目
と
も
に
約
25
％
。
平

成
26
年
度
以
降
は
、
一
時
１

％
未
満
ま
で
減
少
し
た
が
、

令
和
３
年
10
月
末
現
在
は
、

１
回
目
約
37
％
、
2
回
目
約

29
％
、
３
回
目
約
６
％
と
平

成
25
年
度
と
同
等
の
接
種
率

で
あ
る
。

問　
情
報
提
供
方
法
は
。

課
長　
積
極
的
勧
奨
は
し
な

い
も
の
の
広
報
及
び
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
て
周
知
を
行
っ
て

お
り
、
希
望
す
る
方
に
対
し

て
は
個
別
に
接
種
券
の
発
送

を
し
て
い
る
。
ま
た
、
令
和

2
年
10
月
９
日
の
厚
労
省
の

通
知
に
よ
り
、
中
学
１
年
生

か
ら
高
校
１
年
生
相
当
ま
で

の
女
児
へ
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を

個
別
郵
送
し
て
い
る
。

問　
未
接
種
者
の
把
握
及
び

積
極
的
勧
奨
を
中
止
し
た
世

代
へ
の
救
済
措
置
は
。

課
長　
定
期
接
種
で
あ
る
こ

と
か
ら
予
防
接
種
台
帳
に
よ

り
把
握
し
て
い
る
。
定
期
接

種
の
対
象
年
齢
を
過
ぎ
た
方

へ
の
対
応
は
、
現
在
、
国
が

検
討
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

国
が
示
す
方
針
を
確
認
し
た

上
で
適
切
な
対
応
を
図
る
。

北
部
地
域
幹
線
道
路

問　
現
在
の
進
捗
状
況
と
整

備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

建
設
計
画
課
長　
国
土
交
通

省
と
事
前
協
議
を
行
っ
た
結

果
、
現
状
が
丁
字
型
で
信
号

制
御
さ
れ
て
い
る
城
山
交
差

点
が
、
新
設
道
路
の
交
差
地

点
と
し
て
可
能
性
が
高
い
と

意
見
を
得
た
の
で
正
式
な
協

議
と
し
て
進
め
て
い
る
。
現

在
、
国
道
2
４
６
号
の
交
差

点
詳
細
設
計
業
務
を
行
い
、

設
計
協
議
に
向
け
た
準
備
を

行
っ
て
い
る
。
令
和
４
年
度

に
道
路
詳
細
設
計
と
物
件
の

補
償
算
定
を
行
い
、
令
和
５

年
度
か
ら
用
地
取
得
を
は
じ

め
、
早
期
の
工
事
着
手
を
目

指
し
て
い
る
。

問　
地
元
な
ど
へ
の
説
明
は
。

課
長　
各
種
調
査
実
施
に
あ

た
り
、
地
権
者
の
方
々
へ
説

明
し
、
理
解
を
得
た
う
え
で

進
め
て
い
る
。
ま
た
、
令
和

2
年
12
月
14
、
15
日
に
は
、

下
長
窪
区
、
南
一
色
区
及
び

地
権
者
を
対
象
に
、
北
部
地

域
幹
線
道
路
整
備
事
業
の
概

要
と
題
し
て
、
町
北
部
地
域

へ
の
ア
ク
セ
ス
に
お
け
る
現

状
の
課
題
と
、
課
題
解
決
に

向
け
て
新
た
な
道
路
を
整
備

す
る
こ
と
に
よ
り
北
部
地
域

へ
ア
ク
セ
ス
す
る
ル
ー
ト
の

選
択
肢
を
増
や
す
こ
と
で
交

通
分
散
が
図
れ
る
旨
の
説
明

会
を
開
催
し
た
。
今
後
も
適

宜
説
明
会
を
開
催
し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問　
鎧
ヶ
淵
周

辺
遊
歩
道
の
整
備

�

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
積
極
的
勧
奨
を
中
止
し
た
世
代
へ
の
救
済
措
置
は

�

国
が
示
す
方
針
を
確
認
し
た
上
で
適
切
な
対
応
を
図
る

�
北
部
地
域
幹
線
道
路
の
進
捗
は

�
国
土
交
通
省
か
ら
意
見
を
も
ら
い
正
式
な
協
議
を
進
め
て
い
る

積極的な接種勧奨が予定されている子宮頸がんワクチン

加か
と
う藤　
祐ゆ
う
き喜

�

議
員

北部地域幹線道路…町道下長窪駿河平線に集中する車両を分散させ、混雑解消など交通利便性を高めるとともに、ファルマバレープロジェクトの推進など周辺地域
の新たな土地利用を誘導し、町の発展につなげることを目的に整備する道路。

正確な情報提供を
一般質問映像



一般質問・町政を問う

議会ながいずみ　2022.2.15 号 8
フレイル…年齢とともに体や心のはたらき、社会的なつながりが弱くなり、将来要介護状態となる危険性が高い状態のこと。健康な状態から介護が必要な状態にな
るまでの中間段階として位置付けられている。

フ
レ
イ
ル
予
防
の
推
進
を

問　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
３
拠
点
を
民
間
に
、
町
が

監
視
役
と
な
る
よ
う
な
体
制

見
直
し
と
、
新
た
な
支
援
、

介
護
予
防
活
動
の
構
想
は
。

長
寿
介
護
課
長　
機
能
の
集

中
・
高
度
化
を
図
る
た
め
、

民
間
事
業
者
の
専
門
性
活
用

も
含
め
、
設
置
や
見
直
し
の

協
議
を
行
っ
て
い
る
。
機
能

強
化
に
加
え
、
町
が
機
能
を

補
完
し
な
が
ら
、
複
合
的
な

問
題
や
困
難
事
例
に
対
し
、

迅
速
か
つ
的
確
に
対
応
で
き

る
体
制
を
構
築
し
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
地
域
の
団
体
、
医

療
機
関
、
介
護
事
業
者
と
連

携
し
な
が
ら
、
高
齢
者
が
住

み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
深
化
・
推
進
を
図

っ
て
い
き
た
い
。

問　
フ
レ
イ
ル
予
防
対
策
は
、

食
・
口
腔
機
能
・
運
動
・
社

会
参
加
と
専
門
的
に
捉
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る

が
、
専
門
機
関
・
団
体
連
携

で
行
う
計
画
は
。

住
民
福
祉
部
長　
福
祉
保
険

課
、
長
寿
介
護
課
、
健
康
増

進
課
に
お
い
て
、
フ
レ
イ
ル

に
注
目
し
た
疾
病
予
防
の
取

り
組
み
の
必
要
性
の
話
し
合

い
を
重
ね
、
令
和
４
年
度
か

ら
高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介

護
予
防
の
一
体
化
の
本
格
的

な
実
施
に
向
け
準
備
を
進
め

て
い
く
。

町
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を

問　
運
動
施
設
予
約
シ
ス
テ

ム
の
見
直
し
は
。

企
画
財
政
課
長　
利
用
者
や

施
設
管
理
者
の
意
向
を
把
握

し
、
窓
口
で
の
手
続
き
と
の

並
行
稼
働
や
オ
ン
ラ
イ
ン
予

約
方
法
の
説
明
、
施
設
ご
と

の
導
入
時
期
の
設
定
な
ど
、

手
法
に
も
、
サ
ー
ビ
ス
の
公

平
性
や
利
便
性
が
損
な
わ
れ

な
い
よ
う
配
慮
し
実
施
に
向

け
て
取
り
組
み
た
い
。

問　
障
が
い
者
と
一
緒
に
楽

し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
の
現
状
、

設
備
に
対
す
る
要
望
や
大
会

の
開
催
な
ど
、
今
後
の
取
組

み
は
。

健
康
増
進
課
長　
障
が
い
者

団
体
に
対
す
る
定
期
的
な
体

育
施
設
の
貸
し
出
し
や
ボ
ッ

チ
ャ
な
ど
の
用
具
の
貸
し
出

し
を
無
償
で
行
っ
て
い
る
。

ま
た
設
備
に
関
し
て
は
状
況

を
確
認
し
施
設
管
理
者
と
協

議
し
た
上
で
対
応
し
て
い
く
。

障
が
い
者
と
健
常
者
が
と
も

に
参
加
で
き
る
大
会
の
開
催

に
つ
い
て
は
、
レ
ク
ス
ポ
大

会
の
よ
う
に
既
に
取
り
組
ん

で
い
る
大
会
の
拡
充
に
加
え
、

ス
ポ
ー
ツ
協
会
と
協
議
を
進

め
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
に
お
い
て
競
技
種

目
や
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る
こ

と
か
ら
開
始
し
、
関
係
団
体

と
協
議
し
た
中
で
、
将
来
的

に
は
大
会
の
開
催
も
視
野
に

入
れ
て
い
く
。

�

健
康
増
進
フ
レ
イ
ル
予
防
で
健
康
長
寿
対
策
を

�

高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体
化
の
本
格
的
な
実
施
に
向
け
準
備
を
進
め
た
い

�
未
来
に
つ
な
が
る
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を

�
気
軽
に
楽
し
み
健
康
で
い
ら
れ
る
環
境
を
作
り
た
い

健康増進の取組みで
 フレイル予防対策を

一般質問映像

各地区で行われているちょいトレの様子

杉す
ぎ
も
り森　
賢け
ん
じ二

�

議
員
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町
政
の
諸
課
題

問　
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
で
外

部
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
登
用
は
。

企
画
財
政
課
長　
企
画
財
政

課
内
に
「
デ
ジ
タ
ル
推
進
チ

ー
ム
」
を
設
置
し
、
民
間
事

業
者
に
業
務
委
託
し
て
支
援

を
受
け
て
い
る
。

問　
デ
ジ
タ
ル
・
デ
バ
イ
ド

（
情
報
格
差
）
解
消
の
た
め

に
、
高
齢
者
向
け
の
ス
マ
ホ

講
座
の
開
催
を
。

課
長　
第
５
次
長
泉
町
総
合

計
画
の
デ
ジ
タ
ル
化
分
野
の

推
進
項
目
に
「
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
を
活
用
し
た
申
請
等
の

行
政
手
続
き
の
簡
素
化
」
を

掲
げ
て
い
る
。
す
で
に
長
泉

町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

は
、
会
員
向
け
に
ス
マ
ホ
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い
る
が
、

町
も
来
年
１
月
に
「
高
齢
者

ス
マ
ホ
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催

す
る
。

問　
職
員
の
長
時
間
労
働
是

正
や
コ
ロ
ナ
対
応
で
業
務
量

が
増
加
し
た
部
署
の
対
応
は
。

総
務
部
長　
長
時
間
労
働
の

是
正
は
、
引
き
続
き
各
職
員

の
業
務
配
分
の
見
直
し
や
協

業
体
制
の
活
用
、
職
員
配
置

の
適
正
化
に
留
意
し
て
い
く
。

今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
応
や
、
選

挙
事
務
に
よ
り
、
業
務
量
が

増
え
て
い
る
が
、
あ
く
ま
で

も
一
過
性
で
あ
り
、
年
間
を

通
じ
た
人
員
体
制
の
確
保
は
、

現
実
的
で
な
い
た
め
、
全
庁

的
な
協
力
体
制
、
人
材
派
遣

な
ど
短
期
的
な
人
的
補
充
で

対
応
し
て
い
る
。

問　
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
登
校

で
き
な
い
児
童
や
不
登
校
の

児
童
生
徒
へ
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

の
状
況
は
。
ま
た
、
タ
ブ
レ

ッ
ト
端
末
を
介
し
た
い
じ
め

の
状
況
は
。

教
育
推
進
課
長　
夏
休
み
明

け
に
感
染
不
安
か
ら
登
校
を

見
合
わ
せ
た
児
童
生
徒
や
、

不
登
校
の
児
童
生
徒
に
は
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
よ
り
ド

リ
ル
学
習
や
担
任
か
ら
の
連

絡
を
行
う
な
ど
の
支
援
を
行

っ
た
。
端
末
を
介
し
た
い
じ

め
の
問
題
で
は
、
児
童
生
徒

だ
け
が
利
用
で
き
る
チ
ャ
ッ

ト
や
掲
示
板
は
設
定
で
き
な

い
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
端

末
を
介
し
て
の
い
じ
め
な
ど

の
報
告
は
受
け
て
い
な
い
。

問　
子
ど
も
が
創
意
・
工
夫

し
て
遊
ぶ「
プ
レ
ー
パ
ー
ク
」

に
類
似
し
た
事
業
は
。

生
涯
学
習
課
長　
地
域
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
楽
器
演
奏
や

工
作
、野
菜
作
り
な
ど
、様
々

な
分
野
の
活
動
を
指
導
す
る

「
少
年
少
女
サ
ー
ク
ル
事
業
」

を
は
じ
め
、
水
曜
日
に
小
学

生
の
自
由
遊
び
を
支
援
す
る

「
放
課
後
子
ど
も
教
室
推
進

事
業
」
を
実
施
し
て
い
る
。

問　
富
士
山
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
が
改
定
さ
れ
た
が
、
被
災

時
の
注
意
点
や
対
策
は
。

地
域
防
災
課
長　
噴
火
の
想

定
火
口
位
置
が
2
５
2
カ
所

あ
る
う
ち
、
当
町
に
到
達
す

る
可
能
性
の
あ
る
火
口
は
15

カ
所
で
あ
る
な
ど
、
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
内
容
を
正
し
く

理
解
し
、
備
え
て
い
た
だ
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
今
後
、

「
富
士
山
火
山
広
域
避
難
計

画
」
の
見
直
し
を
受
け
、
町

の
避
難
計
画
の
策
定
を
予
定

し
て
い
る
。

問　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

制
度
の
復
活
を
。

都
市
環
境
部
長　
こ
の
制
度

は
時
限
的
な
措
置
で
終
了
し

て
い
る
が
、
今
後
、
空
き
家

を
活
用
し
た
リ
フ
ォ
ー
ム
補

助
を
検
討
し
て
い
く
。

�

富
士
山
噴
火
に
つ
い
て
の
対
応
は

�

「
富
士
山
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」の
内
容
な
ど
的
確
な
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
く

プレーパーク…地域住民の協力のもと、子どもが自分たちの工夫で自主的に自由に遊ぶ場所（冒険遊び場とも呼ばれる）。

一般質問映像

１707年に噴火した宝永火口

福ふ
く
だ田　
明
あ
き
ら

�

議
員

少しの降灰でも
生活に大きな影響があります
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災
害
時
の
安
否
確
認

問　
熱
海
市
の
土
石
流
災
害

で
は
、
発
災
２
日
後
に
安
否

不
明
者
の
公
表
に
踏
み
切
り
、

国
も
こ
れ
を
支
持
し
た
。
町

の
災
害
対
応
状
況
は
。

総
務
部
長　
熱
海
市
に
は
延

べ
11
人
の
職
員
を
派
遣
し
、

職
員
が
実
体
験
で
得
た
課
題

の
把
握
を
行
っ
た
。
８
月
に

は
県
及
び
10
市
４
町
の
市
町

危
機
管
理
部
局
長
会
議
で
、

災
害
発
生
時
の
安
否
不
明
者

の
公
表
基
準
の
必
要
性
を
当

町
の
提
案
議
題
と
し
た
。
そ

の
後
、
11
月
に
県
が
被
災
者

の
氏
名
な
ど
の
公
表
方
針
を

策
定
し
、
Ｄ
Ｖ
被
害
者
な
ど

を
除
き
、
発
災
後
概
ね
48
時

間
以
内
を
目
標
に
住
所
、
氏

名
を
公
表
す
る
と
の
方
針
を

決
定
し
た
こ
と
か
ら
、
当
町

も
こ
の
方
針
に
従
い
対
応
す

る
。

問　
非
公
表
の
Ｄ
Ｖ
や
ス
ト

ー
カ
ー
被
害
者
の
情
報
は
ど

の
よ
う
に
管
理
し
、
公
表
さ

れ
な
い
よ
う
な
対
応
が
で
き

る
の
か
。

住
民
福
祉
部
長　
Ｄ
Ｖ
な
ど

の
被
害
に
あ
っ
て
い
る
方
か

ら
申
し
出
が
あ
っ
た
際
、
住

民
基
本
台
帳
シ
ス
テ
ム
に
支

援
措
置
対
象
者
で
あ
る
旨
を

入
力
し
て
管
理
し
て
い
る
。

町
の
基
幹
シ
ス
テ
ム
に
も
反

映
さ
れ
、
対
象
者
を
検
索
し

た
場
合
、
警
告
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
出
る
仕
組
み
と
な
っ
て
お

り
、
組
織
全
体
と
し
て
厳
格

に
取
り
扱
っ
て
い
る
。

ド
ロ
ー
ン
の
活
用

問　
危
機
管
理
と
し
て
、
ド

ロ
ー
ン
を
防
災
セ
ン
タ
ー
に

配
備
し
、
職
員
で
操
縦
資
格

者
を
複
数
名
養
成
す
る
べ
き

で
は
。

地
域
防
災
課
長　
令
和
2
年

10
月
に
ド
ロ
ー
ン
を
所
有
す

る
町
内
の
民
間
事
業
者
と

「
災
害
発
生
時
等
に
お
け
る

支
援
に
関
す
る
協
定
書
」
を

締
結
し
、
災
害
発
生
時
に
お

け
る
被
害
状
況
の
調
査
や
要

救
助
者
の
捜
索
な
ど
に
協
力

い
た
だ
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。

現
段
階
で
は
防
災
セ
ン
タ
ー

に
ド
ロ
ー
ン
を
配
備
す
る
こ

と
は
考
え
て
い
な
い
が
、
防

災
の
み
な
ら
ず
、
広
報
や
観

光
、
イ
ン
フ
ラ
設
備
の
点
検

に
お
け
る
撮
影
な
ど
幅
広
い

分
野
で
需
要
が
高
ま
っ
て
い

る
の
で
、
引
き
続
き
、
最
新

技
術
や
他
自
治
体
の
活
用
事

例
な
ど
の
動
向
を
注
視
し
、

操
縦
資
格
を
有
す
る
職
員
の

養
成
や
有
効
活
用
に
つ
い
て

研
究
を
進
め
て
い
く
。

救
援
物
資
の
取
り
扱
い

問　
熱
海
市
で
は
民
間
宅
配

便
会
社
と
委
託
契
約
を
結
び
、

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
立
ち
上

げ
、
倉
庫
の
確
保
、
在
庫
管

理
、
避
難
所
ま
で
の
物
資
の

輸
送
、
最
終
的
な
在
庫
処
分

ま
で
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
請
け

負
っ
て
も
ら
い
、
大
幅
に
職

員
の
手
を
必
要
な
業
務
に
回

せ
た
。
当
町
の
包
括
連
携
協

定
の
考
え
は
。

総
務
部
長　
災
害
時
に
全
国

か
ら
送
ら
れ
て
く
る
膨
大
な

支
援
物
資
は
、
被
災
地
に
お

け
る
第
2
の
災
害
と
呼
ば
れ

て
い
る
。
当
町
で
は
東
部
市

町
の
相
互
応
援
協
定
な
ど
数

多
く
の
防
災
協
定
の
締
結
に

よ
り
、
不
足
す
る
物
資
に
絞

っ
て
支
援
を
求
め
る
体
制
を

構
築
し
て
い
る
が
、
支
援
物

資
に
係
る
人
手
の
解
消
に
有

効
で
あ
っ
た
こ
と
が
報
告
さ

れ
て
い
る
た
め
、今
後
、業
者

に
条
件
な
ど
を
確
認
し
な
が

ら
支
援
物
資
の
取
り
扱
い
方

法
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
く
。

�

災
害
時
の
安
否
不
明
者
の
氏
名
公
表
は

�

４８
時
間
以
内
を
目
標
に
公
表
す
る

一般質問映像

長な
が
の野　
晋し
ん
じ治

�

議
員

危機管理は経験則の蓄積が重要。
他人事ではなく自分事として捉え
検証を行うべきだ

11月12日付け静岡新聞
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あの質問は
どうなった？

土、日、祝日の粗大ごみの
受け入れを。

令和２年11月 定例会一般質問

答 弁

LINEを活用し、
町民への迅速な情報発信を。

令和２年９月定例会一般質問

毎月第１日曜日、清掃の日に地域からの
清掃ごみを受け入れることを目的に焼却
場を開放している。粗大ごみも同様、一
時的に焼却場で引き取ることを検討して
いきたい。

そして

答 弁

そして

令和３年度から、毎月第１日曜日「清掃
の日」に、試行的に事前予約制による粗
大ごみの受け入れを開始した。

幅広い年代で利用されている公式 LINE
アカウントを活用する自治体が増えてい
ることは認識しており、先進事例の運用
方法などの情報収集を行い、導入に向け
た準備を進めている。

令和２年10月１日
から町の公式LINE
を開設。令和４年
２月からは、本人
が必要とする情報
のみを選択し受信
できるセグメント
配信が始まった。

定例会で議員が出した一般質問は、
まちづくりにどう生かされている
のでしょうか。その後を追います。



議員が
 聴く！ 特別インタビュー

後列：羽田葵監督　岡田みなみさん　大畑星美さん　永島美羽さん　佐野くるみさん　野口基校長
前列：繁竹心咲さん　沼上杏さん　前田明さん

長泉町議会×長泉北中学校
ソフトボール部

議会ながいずみ　2022.2.15 号 12

長
泉
町
立
北
中
学
校
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
部
が
全
国
大
会
で
３
位
と
い
う

優
秀
な
成
績
を
収
め
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
当
委
員
会
で
は
、
こ
の
元

気
な
話
題
と
、
中
学
生
の
声
を
お

届
け
し
た
い
と
、
北
中
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
部
に
所
属
し
、
今
年
卒
業
す

る
７
人
の
３
年
生
に
取
材
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
７
人
中
、

５
人
が
中
学
校
で
初
め
て
こ
の
ス

ポ
ー
ツ
を
経
験
し
た
と
い
う
３
年

生
。
メ
ン
バ
ー
の
ほ
と
ん
ど
が
、

近
所
の
先
輩
や
、
ご
兄
弟
、
ご
両

親
な
ど
、
身
近
な
方
の
影
響
で
始

め
た
と
の
こ
と
で
す
。
羽
田
監
督
、

野
口
校
長
先
生
に
も
ご
参
加
い
た

だ
き
、
全
国
大
会
出
場
の
様
子
を

伺
い
ま
し
た
。

Ｑ
．
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
魅
力
、
好

き
な
と
こ
ろ
は
。

沼
上
さ
ん　
目
標
を
み
ん
な
で
立

て
、
そ
れ
に
向
か
っ
て
支
え
合
い

な
が
ら
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
築
い
て

い
け
る
と
こ
ろ
で
す
。

繫
竹
さ
ん　
個
人
戦
で
は
な
く
団

体
競
技
な
の
で
一
緒
に
や
る
仲
間

と
互
い
に
高
め
合
い
な
が
ら
で
き

る
と
こ
ろ
で
す
。

前
田
さ
ん　
仲
間
と
楽
し
ん
で
で

き
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
１
人

が
駄
目
な
時
で
も
仲
間
と
助
け
合

え
る
の
が
楽
し
い
で
す
。

大
畑
さ
ん　
大
好
き
な
仲
間
と
目

標
を
達
成
で
き
る
と
こ
ろ
が
好
き

で
す
。

岡
田
さ
ん　
１
人
の
ミ
ス
を
全
員

で
フ
ォ
ロ
ー
し
、
全
員
で
１
点
を

取
り
に
い
け
る
と
こ
ろ
で
す
。

永
島
さ
ん　
自
分
が
ど
れ
だ
け
失

敗
し
て
も
、
チ
ー
ム
全
体
で
カ
バ

ー
し
合
い
、
良
か
っ
た
プ
レ
ー
を

み
ん
な
で
喜
び
合
え
る
と
こ
ろ
で

す
。

佐
野
さ
ん　
目
標
を
達
成
す
る
た

め
に
、
み
ん
な
で
楽
し
み
な
が
ら

練
習
し
た
り
、
努
力
し
た
り
す
る
、

そ
う
い
う
と
こ
ろ
が
好
き
で
す
。

Ｑ
．
全
国
大
会
で
印
象
に
残
っ
て

い
る
こ
と
、
よ
か
っ
た
こ
と
は
？

沼
上
さ
ん　
初
戦
の
第
１
打
席
、

満
塁
で
打
席
が
回
っ
て
き
た
時
に

打
て
ず
、
第
2
打
席
で
も
挽
回
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
東
海
大
会

の
経
験
を
生
か
し
て
、
第
３
、
第

４
打
席
に
ヒ
ッ
ト
を
打
つ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
チ
ー
ム
の
点
に
も

つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
、
よ
か
っ

た
で
す
。

繁
竹
さ
ん　
最
後
に
負
け
て
し
ま

っ
た
試
合
で
、
な
か
な
か
ヒ
ッ
ト

を
打
つ
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
2
年
生
が
ヒ
ッ
ト
を
打
っ

て
く
れ
た
こ
と
や
守
備
で
フ
ァ
イ

ン
プ
レ
ー
な
ど
、
周
り
の
仲
間
に

助
け
ら
れ
た
こ
と
が
印
象
に
残
っ

て
い
ま
す
。

前
田
さ
ん　
初
戦
は
緊
張
し
て
ヒ

ッ
ト
が
打
て
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

2
回
戦
目
の
第
１
打
席
で
ラ
ン
ニ

ン
グ
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
打
つ
こ
と
が

で
き
、
チ
ー
ム
の
勝
利
に
貢
献
で

き
た
こ
と
が
と
て
も
う
れ
し
か
っ

た
で
す
。

大
畑
さ
ん　
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
は
打

て
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
守
備
で
は

キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
と
し
て
、
ラ
ン
ナ

ー
が
い
る
時
で
も
ど
ん
な
球
で
も

体
で
止
め
る
こ
と
が
で
き
、
み
ん

な
の
役
に
立
て
た
か
な
と
思
い
ま

し
た
。

岡
田
さ
ん　
緊
張
す
る
と
視
野
が

狭
く
な
り
周
り
に
気
を
配
れ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
全
国
大
会
で

周
り
を
見
る
と
、
ど
ん
な
に
ピ
ン

チ
の
時
で
も
全
員
笑
顔
で
、
誰
一

人
、
諦
め
る
表
情
を
し
て
い
る
人

が
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
自
分
も
そ

の
流
れ
に
上
手
く
乗
る
こ
と
が
で

き
、
ど
ん
な
時
も
前
向
き
な
姿
勢

で
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

前
向
き
な
姿
勢
が
良
い
プ
レ
ー
に

つ
な
が
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

永
島
さ
ん　
準
決
勝
戦
、
サ
ー
ド

の
守
備
で
、
自
分
が
一
番
練
習
し

て
き
た
バ
ン
ト
処
理
の
送
球
が
反

れ
て
し
ま
い
、
ア
ウ
ト
を
取
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
み

ん
な
が
全
力
プ
レ
ー
で
自
分
の
ミ

ス
を
カ
バ
ー
し
て
く
れ
た
の
で
気

持
ち
を
切
ら
さ
ず
頑
張
れ
た
こ
と
、

一
つ
一
つ
の
ア
ウ
ト
を
取
っ
た
こ

と
が
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

佐
野
さ
ん　
全
国
大
会
で
プ
ッ
シ

ュ
バ
ン
ト
を
成
功
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
失
敗
し

て
も
ほ
か
の
６
人
や
、
2
年
生
が

◆
長
泉
中
学
校
陸
上
競
技
部

　
小
名　
祐
志
さ
ん

　
　
男
子
共
通
３
０
０
０
㍍

　

�

東
海
大
会
第
２
位

　

�

全
国
大
会
第
13
位

　
東　
夢
芽
明
さ
ん

　
　
女
子
１
年
８
０
０
㍍

　
　

�

東
海
大
会
第
５
位

　
安
達　
真
由
奈
さ
ん

　
藤
波　
茉
奈
さ
ん

　
岡
部　
優
奈
さ
ん

　
富
田　
絢
華
さ
ん

　
　
女
子
共
通

　
　
４
×
１
０
０
㍍

　

�

東
海
大
会
第
７
位

北中ソフトボール部３年生
監督・校長先生と新春座談会
北中ソフトボール部全国大会３位おめでとうございます。
ここでは、昨年優秀な成績をおさめた町内中学校部活動を紹介させ
ていただきます。

全国大会３位

　大
活
躍
の

　選
手
た
ち
を

　
　
　
　紹
介！

大
活
躍
の

　選
手
た
ち
を

　
　
　
　紹
介！
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守
備
や
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
で
支
え
て

く
れ
た
こ
と
が
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。

羽
田
監
督　
全
国
大
会
は
、
保
護

者
が
３
人
し
か
入
れ
な
い
中
で
、

校
長
先
生
を
始
め
、
保
護
者
の
皆

さ
ん
が
荷
物
を
必
死
に
運
ん
で
く

だ
さ
り
、
と
て
も
あ
り
が
た
か
っ

た
で
す
。
こ
の
７
人
は
、
今
ま
で

準
備
も
片
付
け
も
後
輩
た
ち
に
頼

ら
ず
、
率
先
し
て
や
っ
て
き
ま
し

た
が
、
全
国
大
会
は
、
自
分
た
ち

は
自
分
た
ち
の
や
る
こ
と
、
ス
タ

ー
ト
メ
ン
バ
ー
以
外
が
荷
物
を
何

往
復
も
し
て
運
ぶ
な
ど
、
そ
う
い

う
と
こ
ろ
で
、
す
ご
く
チ
ー
ム
に

な
っ
た
と
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
、
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
負
け
た
時
、

悔
し
く
て
も
子
ど
も
た
ち
が
感
謝

の
気
持
ち
を
行
動
に
う
つ
し
、
ト

イ
レ
掃
除
や
整
備
、
ご
み
拾
い
を

最
後
ま
で
誇
り
を
も
っ
て
行
っ
て

い
た
こ
と
で
す
。

野
口
校
長　
全
国
大
会
関
係
者
か

ら
「
北
中
学
校
の
選
手
は
、
あ
い

さ
つ
や
笑
顔
が
本
当
に
素
晴
ら
し

く
、
来
場
者
か
ら
愛
さ
れ
て
い
ま

す
ね
」
と
褒
め
て
い
た
だ
い
た
こ

と
が
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

保
護
者
が
思
い
を
込
め
て
作
っ
て

く
だ
さ
っ
た
素
敵
な
Ｔ
シ
ャ
ツ
を

選
手
や
保
護
者
、
監
督
、
ス
タ
ッ

フ
、
そ
し
て
私
も
含
め
全
員
が
着

て
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
い
た
こ

と
も
全
国
大
会
関
係
者
・
報
道
機

関
の
皆
さ
ま
の
印
象
に
残
っ
て
い

た
よ
う
で
す
。
こ
の
よ
う
に
プ
レ

ー
以
外
で
も
評
価
を
頂
い
た
こ
と

は
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。『
友
愛・

挑
戦
・
感
動
』
が
北
中
学
校
の
学

校
教
育
目
標
な
の
で
す
が
、「
友

情
を
深
め
る
と
と
も
に
人
か
ら
愛

さ
れ
る
」、「
夢
・
目
標
に
向
か
っ

て
挑
戦
す
る
」、「
試
合
を
通
し

て
心
の
底
か
ら
感
動
体
験
す
る
」、

こ
の
３
つ
を
全
国
大
会
で
味
わ
え

た
こ
と
は
選
手
に
と
っ
て
人
生
の

宝
物
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

全
国
３
位
と
い
う
結
果
は
あ
り
が

た
い
で
す
。
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
本

人
た
ち
は
そ
れ
に
満
足
し
て
い
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
努
力
す

れ
ば
全
国
の
頂
点
に
挑
め
る
と
い

う
気
持
ち
が
高
ま
り
ま
し
た
。
こ

の
気
持
ち
を
、
北
中
の
後
輩
た
ち

が
確
実
に
引
き
継
い
で
い
る
と
思

い
ま
す
。
素
晴
ら
し
い
チ
ー
ム
で

し
た
。

Ｑ
．
部
活
動
、
試
合
、
大
会
で
学

ん
だ
こ
と
は
？

沼
上
さ
ん　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
が
流
行
し
て
い
る
中
で
も
、
大

会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
が

た
い
と
思
い
ま
し
た
。
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
協
会
、
両
親
、
い
ろ
い
ろ
な

人
た
ち
が
支
え
て
く
だ
さ
り
、
協

力
し
て
く
れ
て
開
催
さ
れ
た
と
い

う
こ
と
が
あ
り
が
た
い
と
感
じ
ま

し
た
。

繁
竹
さ
ん　
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
で
ゴ

ロ
を
転
が
す
な
ど
、
普
段
の
練
習

が
大
事
だ
と
思
い
ま
し
た
。
１
・

2
年
生
を
含
め
た
全
員
で
全
国
大

会
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
仲
間

の
大
切
さ
が
わ
か
り
ま
し
た
。

前
田
さ
ん　
仲
間
と
、
支
え
て
く

れ
る
保
護
者
や
先
生
、
協
会
の

方
々
が
い
る
か
ら
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

が
で
き
る
と
い
う
こ
と
に
感
謝
し

な
い
と
い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

大
畑
さ
ん　
自
分
が
け
が
を
し
て

も
、
そ
ば
に
い
て
く
れ
る
仲
間
が

た
く
さ
ん
い
る
こ
と
、
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
の
楽
し
さ
や
仲
間
が
い
る
と

安
心
す
る
と
い
う
こ
と
を
改
め
て

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

岡
田
さ
ん　
自
分
が
恵
ま
れ
た
環

境
に
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

初
戦
で
本
来
対
戦
す
る
予
定
だ
っ

た
中
学
校
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
で
出
場
で
き
ず
、
不
戦

勝
に
な
り
ま
し
た
。
茨
城
で
開
催

さ
れ
る
全
国
大
会
に
出
場
す
る
と

い
う
決
断
を
し
て
く
だ

さ
っ
た
校
長
先
生
を
始

め
、
保
護
者
や
大
会
を

開
催
し
て
く
だ
さ
っ
た

協
会
の
方
の
お
か
げ
で

全
国
３
位
と
い
う
結
果

を
残
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
人

に
感
謝
し
た
い
で
す
。

永
島
さ
ん　
仲
間
や
保

護
者
な
ど
、
周
り
の
人

が
支
え
て
く
れ
る
と
い

う
こ
と
を
一
番
学
び
ま

し
た
。
み
ん
な
が
１
つ

の
目
標
に
向
か
っ
て
頑

張
ろ
う
と
す
る
意
志
が

あ
れ
ば
、
ま
た
、
一
人

一
人
が
努
力
し
て
い
け

ば
夢
や
目
標
は
叶
え
ら

れ
る
と
い
う
こ
と
を
知

り
ま
し
た
。

佐
野
さ
ん　
協
会
の
方

や
、
保
護
者
な
ど
た
く

さ
ん
の
人
が
自
分
た
ち

◆
長
泉
中
学
校
水
泳
部

　
奥　
大
輝
さ
ん

　
　
１
０
０
㍍
背
泳
ぎ

　

�

東
海
大
会
第
１
位

　

�

全
国
大
会
第
５
位

　
　
2
０
０
㍍
背
泳
ぎ

　

�

全
国
大
会
第
８
位

　
一
色　
良
太
さ
ん

　
藤
本　
健
太
郎
さ
ん

　
諏
訪
部　
大
我
さ
ん

　
奥　
大
輝
さ
ん

　
田
邉　
宙
偉
さ
ん

　
佐
藤　
郁
哉
さ
ん

　
　
男
子
４
０
０
㍍
自
由
形

　
　
リ
レ
ー

　

�

東
海
大
会
第
６
位

◆
長
泉
中
学
校
新
体
操
部

　
三
輪　
琴
葉
さ
ん

　
岡
山　
莉
央
さ
ん

　
友
田　
乃
亜
さ
ん

　
縣　
未
夢
さ
ん

　
小
栗　
瑠
華
さ
ん

　
　
団
体

�

　
東
海
大
会
第
５
位

に
協
力
し
て
く
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

お
忙
し
い
中
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
！

こ
の
ほ
か
に
も
、
町
の
魅
力
や
町

に
期
待
す
る
こ
と
な
ど
、
た
く
さ

ん
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
議
会
と
し
て
、
今
後
も
学

校
教
育
や
ス
ポ
ー
ツ
振
興
・
文
化

振
興
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら

こ
ど
も
た
ち
を
応
援
し
て
い
き
ま

す
。
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広
報
広
聴
常
任
委
員
会

で
は
、『
議
会
な
が
い
ず

み
』
が
町
民
の
皆
さ
ま
か

ら
親
し
ま
れ
、
ご
愛
読
い

た
だ
け
る
よ
う
、
課
題
を

追
求
し
、
わ
か
り
や
す
く

見
や
す
い
広
報
紙
を
発
行

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
委

員
で
意
見
を
持
ち
寄
り
、

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
勉
強
会

を
実
施
し
ま
し
た
。

勉
強
会
で
は
、
委
員
が

Ａ
班
・
Ｂ
班
に
分
か
れ
、

自
由
に
ア
イ
デ
ア
を
提
供

し
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な

発
想
を
促
す
ブ
レ
ー
ン
ス

ト
ー
ミ
ン
グ
と
、
課
題
を

ツ
リ
ー
状
に
分
解
し
、
原

因
や
解
決
策
を
探
る
ロ

ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
と
い
う
手

法
を
用
い
て
発
表
を
行
い
、

わ
か
り
や
す
く
見
や
す
い

広
報
紙
を
目
指
す
た
め
の

意
見
を
共
有
し
ま
し
た
。

読
者
の
視
点
で
、
皆
さ

ま
に
参
加
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
な
広
報
紙
を
目
指

し
、
新
た
な
こ
と
に
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ま
い
り

ま
す
。
今
後
の
議
会
な
が

い
ず
み
に
ご
期
待
く
だ
さ

い
。

班
長  

若
林　
　
徹 

委
員

　
　

  

大
沼　
正
明 

委
員

　
　

  

杉
森　
賢
二 

委
員

　
　

  

加
藤　
祐
喜 

委
員

班
長  

安
田
三
津
子 

委
員

　
　

  

福
田　
　
明 

委
員

　
　

  

石
川　
美
穂 

委
員

　
　

  

内
田　
幸
英 

委
員

Ａ
班
は
、
書
体
の
工
夫

や
写
真
・
イ
ラ
ス
ト
の
活

用
、
カ
ラ
ー
バ
リ
ア
フ
リ

ー
や
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
へ
の
対
応
な
ど
、
編

集
面
で
の
課
題
と
、
各
種

団
体
と
の
座
談
会
や
小
・

中
学
生
と
の
連
携
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
と
の
連
動
な
ど
、
新
た

な
企
画
・
取
組
み
に
関
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
出

ま
し
た
。

Ｂ
班
は
、
書
体
、
色
、

写
真
・
イ
ラ
ス
ト
の
工
夫

な
ど
の
ほ
か
、
タ
ー
ゲ
ッ

ト
を
設
定
す
る
、
議
案
に

対
す
る
町
民
の
意
見
・
要

望
を
掲
載
す
る
、
モ
ニ
タ

ー
制
度
を
導
入
す
る
な
ど
、

ど
う
し
た
ら
町
民
に
興
味

を
持
っ
て
も
ら
え
る
か
と

い
う
視
点
か
ら
、
さ
ま
ざ

ま
な
意
見
が
出
ま
し
た
。

Ａ班

Ｂ班

わかりやすい！見やすい広報紙を目指して

広報広聴常任委員会
グループワーク勉強会

のぞ
いてみよう！



期待しています期待しています
私の要望・意見
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新
し
い
議
会
に
期
待

新
生
長
泉
町
議
会
と
い
う
こ

と
で
、
顔
の
見
え
る
紹
介
で

安
心
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
を

き
っ
か
け
に
新
し
い
生
活
様

式
と
し
て
多
く
の
こ
と
が
変

わ
り
ま
し
た
。
悪
い
こ
と
ば

か
り
で
は
な
く
、
時
代
に
合

っ
た
今
後
の
町
の
発
展
に
期

待
し
ま
す
。

�

（
30
代
）

新
し
い
議
会
に
な
り
、
よ
り

一
層
長
泉
が
い
い
町
に
な
る

よ
う
期
待
し
ま
す
。

�

（
30
代
）

新
し
い
議
員
の
顔
ぶ
れ
が
わ

か
っ
て
身
近
に
感
じ
ら
れ
た
。

�

（
30
代
）

町
民
の
意
見
を
吸
い
上
げ
て

よ
り
良
い
町
に
し
て
も
ら
い

た
い
。

�

（
60
代
）

憩
え
る
場
所

町
に
公
園
が
増
え
て
い
る
の

を
感
じ
ま
す
。
み
ん
な
に
と

っ
て
よ
り
一
層
住
み
や
す
い

町
に
な
っ
て
い
く
こ
と
を
望

み
ま
す
。

�

（
50
代
）

休
み
の
日
は
い
つ
も
家
族
と

公
園
に
行
っ
て
い
る
の
で
新

し
い
公
園
が
で
き
て
う
れ
し

い
で
す
。
自
宅
か
ら
は
少
し

遠
い
の
で
駐
車
場
が
あ
れ
ば

も
っ
と
便
利
だ
と
思
い
ま
す
。

�

（
10
代
）

わ
が
町
た
ん
け
ん
ク
イ
ズ
で

行
っ
た
こ
と
の
な
い
公
園
を

知
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ

た
。
今
度
子
ど
も
と
遊
び
に

行
き
た
い
。

�

（
30
代
）

住
み
や
す
い
町
へ

松
川
の
近
く
に
住
ん
で
い
ま

す
。
今
ま
で
大
雨
が
降
る
と

た
ま
～
に
松
川
が
溢
れ
家
の

前
が
池
状
態
に
。
河
川
改
修

工
事
を
し
て
い
る
と
知
り
と

っ
て
も
あ
り
が
た
い
で
す
。

�

（
60
代
）

地
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
で
、
月

２
回
歩
こ
う
会
を
実
施
し
て

い
る
。
安
全
上
コ
ー
ス
に
歩

道
の
あ
る
と
こ
ろ
を
選
ん
で

い
る
が
、
歩
道
の
あ
る
道
路

の
少
な
さ
を
常
に
感
じ
て
い

る
。
歩
行
者
の
安
全
の
た
め

の
道
路
づ
く
り
を
進
め
て
ほ

し
い
。

�

（
70
代
）

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
第
２

弾
、
第
３
弾
を
し
て
く
だ
さ

い
。
町
の
活
性
を
期
待
し
た

い
！

�

（
10
代
）

議
会
だ
よ
り
を
読
ん
で

初
め
て
広
報
を
読
み
ま
し
た
。

議
長
さ
ん
や
副
議
長
さ
ん
を

初
め
て
知
り
ま
し
た
。
長
泉

町
に
は
た
く
さ
ん
の
委
員
会

が
あ
る
こ
と
を
知
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
の
登
下
校
す
る
道
が

と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

い
つ
直
る
の
か
気
に
な
っ
て

い
た
の
で
知
る
こ
と
が
で
き

て
よ
か
っ
た
で
す
。

�

（
10
代
）

期
待
し
て
い
ま
す
の
欄
の
私

の
要
望
・
意
見
を
読
む
と
、

い
ろ
い
ろ
な
考
え
を
持
っ
た

人
が
い
る
こ
と
に
気
づ
か
さ

れ
ま
す
。
一
方
向
か
ら
だ
け

で
な
く
、
多
方
向
か
ら
見
て

考
え
る
こ
と
の
重
要
性
を
感

じ
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

�

（
70
代
）

子
ど
も
が
産
ま
れ
、
地
域
の

支
援
を
利
用
す
る
よ
う
に
な

っ
て
地
域
づ
く
り
に
興
味
を

持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

初
め
て
ち
ゃ
ん
と
読
ん
だ
の

で
す
が
、
と
て
も
読
み
や
す

い
で
す
。
防
犯
カ
メ
ラ
付
き

の
自
動
販
売
機
、
環
境
課
題

を
ク
リ
ア
し
て
是
非
設
置
を

増
や
し
て
ほ
し
い
で
す
。

�

（
30
代
）

開会予定です。
３月定例会は３月１日（火）

審議日程や議案の一覧などは開会日の
およそ6日前にホームページに掲載します。

12 月１日号の「わが町たんけんクイズ」に応募していただいた中から、ご意見を抜粋して紹介します。
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【東 夢芽明 選手】【東 夢芽明 選手】
①2006年から住んでいます。①2006年から住んでいます。
②区間賞を取れなくてくやしかったけど、チームの一②区間賞を取れなくてくやしかったけど、チームの一
員としていい走りができました。員としていい走りができました。

③この経験を生かして、来年は区間賞を取れるようが③この経験を生かして、来年は区間賞を取れるようが
んばりたいです。んばりたいです。

④運動公園ができてよかっ④運動公園ができてよかっ
たです。小さな公園はあたです。小さな公園はあ
りますが、大きい公園がりますが、大きい公園が
あるとのびのび遊べるのあるとのびのび遊べるの
でいいと思います。でいいと思います。

【大沼 慶汰選手】【大沼 慶汰選手】
①先祖代々、竹原に住んでいます。①先祖代々、竹原に住んでいます。
②前半は飛ばしすぎたけど、ラストスパートはしっか②前半は飛ばしすぎたけど、ラストスパートはしっか
り走れて悔いなく満足できました。り走れて悔いなく満足できました。

③今後は、区間賞が取れる様にがんばります。③今後は、区間賞が取れる様にがんばります。
④競争意識を高める持久④競争意識を高める持久
走大会を行うなど、ス走大会を行うなど、ス
ポーツ全体を盛り上げポーツ全体を盛り上げ
てください。てください。

令
和
４
年
最
初
の
議
会
だ

よ
り
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
の

新
変
異
株
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の

脅
威
の
下
、
２
月
１
日
か
ら

65
歳
以
上
の
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
追
加
接
種
（
３
回
目
接

種
）
の
集
団
接
種
が
開
始
さ

れ
、
医
療
機
関
で
の
個
別
接

種
も
７
日
か
ら
行
わ
れ
て
お

り
ま
す
。

広
報
広
聴
常
任
委
員
会
で

は
勉
強
会
を
開
催
し
、
今
後

も
親
し
ま
れ
読
ま
れ
る
広
報

を
目
指
し
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

受
験
生
の
皆
さ
ん
、
万
全

の
態
勢
で
臨
め
ま
す
よ
う
体

調
に
十
分
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

サ
ク
ラ
サ
ク

祈
っ
て
い

ま
す
。�

石
川　
美
穂

●
発
行
責
任
者

議　
長　
井
出　
春
彦

●
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

委
員
長　
杉
森　
賢
二

副
委
員
長　
石
川　
美
穂

委　
員　
大
沼　
正
明

委　
員　
福
田　
　
明

委　
員　
加
藤　
祐
喜

委　
員　
安
田
三
津
子

委　
員　
若
林　
　
徹

委　
員　
内
田　
幸
英

わが町
たんけんクイズ

こ
ど

は

でしょう？
こ
こ

①女性議会に応募したきっかけを教えてください
②女性議会の感想をお願いします。
③これからの長泉町に期待することはありますか。

「
本
宿
〇
〇
〇
〇
公
園
」

ヒ
ン
ト
…  

令
和
３
年
３
月
20
日
に
開
所
し
た
、

タ
ー
ザ
ン
ロ
ー
プ
の
あ
る
公
園
で
す
。

Vol.139

町
内
に
あ
る
施
設
な
ど
を
出

題
し
ま
す
。
○
の
中
に
入
る
言

葉
を
お
答
え
く
だ
さ
い
。
正
解

者
の
中
か
ら
抽
選
で
10
人
の
方

に
千
円
分
の
図
書
カ
ー
ド
を
贈

呈
し
ま
す
。

応
募
方
法

●
は
が
き
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、応
募
フ
ォ

ー
ム
の
い
ず
れ
か
か
ら
、
ク
イ

ズ
の
答
え
、住
所
、氏
名
、年
齢
、

電
話
番
号
、
議
会
な
が
い
ず
み

の
感
想
を
書
い
て
お
送
り
く
だ

さ
い
（
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご

意
見
は
紙
面
で
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
）。

※
〆
切
は
３
月
15
日
㈫
消
印
有

効
で
す
。
当
選
者
の
発
表
は

賞
品
の
発
送
を
も
っ
て
か
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
宛
先

〒
４
１
１
‐
８
６
６
８

長
泉
町
中
土
狩
８
2
８
番
地

長
泉
町
議
会

　
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

応
募
フ
ォ
ー
ム
は
こ
ち
ら

前
回
の
正
解
は

「
中
」土
狩
日
吉
神
社
公
園
で
し
た
。

（
応
募
総
数
72
通
正
解
数
72
通
）

編
集
後
記

議員が
 聴く！

まちかどインタビューまちかどインタビュー
～市町対抗駅伝出場選手とその保護者の方に聴きました～～市町対抗駅伝出場選手とその保護者の方に聴きました～

設問
①長泉町にはいつ頃からお住まいですか。（保護者）
②今日の走りはいかがでしたか。（選手）
③今後の抱負は。（選手）
④これから長泉町に期待することはありますか。（保護者）

設問


